
前回の学校だより（２２号「阿村小フェスティバル」）で，全校集会と学校行事と

のつながりについて少しお知らせしました。今回は，全校集会と避難訓練についてお

知らせします。

１月１７日は阪神淡路大震災が発生した日。子供たちにこのように尋ね，考えを書

いてもらいました。

子供たちの考えを↓のように整理して，全校集会を行いました。子供たちの知って

いることで１番多かったのは，

「地震のこわさ」でした。そこ

から，「地震への備えが必要な

こと。」「災害が起きませんよう

に。」ということも出されまし

た。それ以外に，「人との助け

合い」についての意見もありま

した。そこで，「熊本の宝再発

見」というＤＶＤを視聴しまし

た。これは，熊本地震のあと，

熊本県教育委員会により作成さ

れた，「つなぐ～熊本の明日へ

～」に収録されているものです。

翌週は火災避難訓練をしました。１

年生から６年生まで，全員真剣な態度

で避難・集合を行うことができました。

上記の全校集会時に知らせた３年生の

さんの「避難訓練を真剣にすること

が大事。」との意見をもう一度確認し，みんなをうんと誉めました。そ

して，自分が持っているものの中で一番大切なものは命であり，自分の

命は自分で守ること，そのために火事を出さない，万が一火事に遭った

ら逃げること，を確認しました。上天草消防署の方も良い態度だと誉め

て下さいました。その後，消防車・救急車見学や，煙体験等行いました。

その後，これらの体験を通して育てた心について，道徳の授業で考えを深めました。
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学校だより
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文責 坂本和子

ふるさとを愛する自立（律）した阿村っ子の育成～笑顔いっぱい 知恵いっぱい 元気いっぱい～

児童集会と火災避難訓練

地震や災害について，知っていることや，考えたことはありますか。

DVD
「つなぐ～熊

本の明日へ～

熊本地震は熊本の姿を変え，私たちの心と体を疲れさせました

が，人と人とのつながりや結びつきのパワーという宝を再発見す

ることに繋がりました。

最後に，大切なことは，私たちがこれらの大きな災害を「覚えていること」「自分にでき

ることを考えること」だとまとめました。

火災避難訓練
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１月１８日（土）に天草市民センターで行われ

た「令和元年度『熊本の心』県民大会・家庭教育

推進フォーラム」において，本校が「熊本県家庭

教育支援優良団体」として表彰されました。これ

は，これまでの「あったか家族コンクール」への

学校を挙げての取組が評価されたものです。当日

は私が代表して表彰状を頂いてきましたが，後日

「児童のみなさんとお家の方のがんばりが表彰さ

れました。」と全員に伝達式を行いました。阿村

小フェスティバルの会場にも，表彰状を展示して

保護者・地域の皆様にお知らせしたところです。

おめでとうござ

います。

ふるさとを愛する自立（律）した阿村っ子の育成～笑顔いっぱい 知恵いっぱい 元気いっぱい～

受賞・入賞 おめでとう！

熊本県家庭教育支援優良団体
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「家庭の日」あったか家族コンクール

＜絵日記部門＞

最優秀賞 ２年 （母）

「ひいじいちゃんと昔遊び」

優秀賞 ２年 （父）「家族みんなで」

優秀賞 ５年 （母）

「ホッカホカ味噌汁に愛を込めて」

＜フォト日記部門＞

奨励賞 ４年 （母）「門松作りに初挑戦」

＜特選＞

１年 （生活）及び（読書感想）

（記録） （手紙）（読書感想）

５年 （記録） （意見）（人権）

（創作） （読書感想）

＜入選＞

１年（詩歌）（詩歌）（意見）

（記録）（説明紹介）

２年 （創作）

３年（創作）

４年 （人権）（読書感想）

（読書感想）（読書感想）

５年 （生活）（意見）（意見）

（手紙）（手紙）（人権）

６年 （生活）（詩歌）（詩歌）

（説明紹介）（創作）

文集「あまくさ」
日専連

全国児童版画コンクール

熊日学童スケッチ展

＜奨励賞＞

１年

＜佳作＞

１年

３年

４年

６年

「熊本放送賞」

１年

「大きなおいも

ゲット！」

入賞 ６年

ＦＭＫ

小学生ラジオＣＭコピーコンテスト

２年


